
 

 

2003UB313の想像図 

Image credit - NASA/JPL-Caltech. 
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                            要 旨 

2003 UB313は冥王星より大きな直径を持つとされる海王星以遠天体（TNO）である。2003 

UB313はその大きさに加え、44°という軌道傾斜角を持つ点からも他の惑星や小惑星とは特

徴が大きく異なる特異な天体である。私たちは2003UB313と冥王星との違いや起源の解明を

目指し、台湾國立中央大学天文研究所鹿林天文台での可視域観測データを用いて他の太陽

系天体との比較および表面組成の推定を行う。私たちはこの研究を通して未だ謎に包まれ

ている2003 UB313の起源の核心に大きく迫りたい。 

 

１．はじめに 

私たちはTNO天体である2003 UB313について研究する。

2003 UB313は冥王星の外側にあり、冥王星以上の大きさを

持つといわれる天体で、大きさやアルベドなどが最近明ら

かになりつつあるものの、その表面組成や起源などについ

ては未だに謎である。 

私たちは2003 UB313と他のメインベルト天体やTNO天体

を比較することで、2003 UB313と近い小惑星のグループを

決定し、2003 UB313の表面の組成の推定を行い、2003 UB313

がどのようにして現在の特異な軌道に至ったかを考察する。 

 

２．方法 

2003 UB313の起源の謎を解明するために、台湾國立中央大学天文研究所鹿林天文台の口

径1mの望遠鏡 Lulin One-meter Telescope (LOT) により2005年11月に撮像された可視域観

測データを用いて表面組成の推定および他天体との比較を行う。具体的な方法は以下のと

おりである。 

 

（１）2003 UB313のBVRI各バンドでのfits形式の観測データを画像解析ソフト「マカリ」

を用いて測光・解析し、各バンドでの色等級から2003 UB313の2色相関図を作成する。 

（２）2003 UB313の2色相関を冥王星や他のTNO、メインベルト天体(Hainaut et al. 2002)

の2色相関と比較し、対応する小惑星のタイプから2003 UB313の表面組成を推定する。 
（３）解析により得られた表面組成などの特徴から2003 UB313が形成された過程や領域な

どに関して考察する。 



 

 

３．結果と経過 

 右図はLOTにより

撮像された2003 

UB313のデータであ

り、中央付近の2本

の線の交点に位置

する天体が2003 

UB313である。 

 解析の過程で

2003 UB313の背景に

偶然にも別の天体

が重なっているこ

とが判明した。 

 重なっている天

体の明るさを除去

するために以下の

手順を行った。 

  (1) 各バンドにお

ける2003 UB313の位

置での測光を行っ

た。 

  (2) Digitized Sky Survey (DSS) のアーカイブデータから背景の天体の明るさを見積も

り、測光データから差し引いて2003 UB313の色等級を推定し、背景天体の明るさを誤差と

して反映させた。 

 発表の際には得られた結果とその考察に関して詳しく述べる。 

2003 UB313の起源としては、これまで考えられてきた以上の大量のガスによる太陽系の

形成過程から生成されたという説や海王星よりも内側から散乱されたという説、他の恒星

系から捕獲したという説などがあるが、本研究ではこれらの起源説に関する考察も含めて

2003 UB313の起源の謎に大きく迫りたい。 
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